
任務内容  

募集テーマ 
水田から転換！ぶどう栽培事業をもっと活発に！ 

「余川ぶどう生産推進員」 

活動エリア 氷見市余川地区全体 

受入先 余川ぶどう生産組合 

受入先紹介 

余川ぶどう生産組合は令和３年１２月に設立したぶどうの生産組合です。組合

員１１名で組織されており、令和４年１１月に２．３haの耕作面積の中にワイン

ぶどう３種類約４，０００本を植栽し、今年初めての収穫を迎える予定になって

います。 

実は氷見には、SAYSFARMという有名なワイナリー（ぶどう農園）があるのです

が、その SAYSFARMと連携し、技術指導を受けながら、氷見産のぶどうをもっと生

産しようということで、有志で活動を開始したものです。富山県では初めて、水

田からぶどうへの転換にチャレンジした地域でもあります。 

現状と課題 

折角スタートしたぶどう生産組合ですが、どうしても高齢者のメンバーが多く、

１１人で始まった組合員の内、主に活動しているのは４人のメンバーだけとなって

しまいました。繁忙期等に手伝ってくれる組合員以外の方もおられますが、地区に

おいてこのぶどう生産組合を引っぱっていってくれる、地域の中心となる方を求め

ています。 

また、高齢化が進む余川地区ですが、家族連れの移住者もいますので、つながり

を深めていくために、余川地域づくり協議会の住民が絆を深める地域づくりに取り

組み、関係人口も増やすことも行っていきたいと考えています。 

主な任務 

・ワインぶどうの生産と持続性の確保に向けた対策の検討・実施 

・ワインぶどうの６次産業化による収益の向上（商品開発・販売促進等） 

・ワインぶどうづくりを活かした地域活性化の取組みの実施（関係人口の創出や住

民の交流の促進） 

３年間の 

イメージ 

１年目 

・ぶどう栽培技術習得 

（組合員もサポート、週１・２日 SAYSFARMで栽培技術指導受ける予定） 

・ぶどう便りを発行し、地区内、市内に活動を周知 

・地区住民との交流イベント試験開催（ぶどう収穫体験等） 

２年目 

・ぶどう栽培に取り組みつつ、将来の継続のために作業基準書と生育状

況の記録にも着手 

・地区住民との交流イベントを継続開催し、余川ぶどうのネーミング募

集 

３年目 

・ぶどう栽培に取り組みつつ、作業の改善や前年度の作業基準書等の見

直し 

・地区ブランドワインのテスト販売（ＯＥＭ）、新たな圃場の開拓等検討 

・地区住民との交流イベントを継続開催し、市外県外へもＰＲ 



３年後までに 

達成してほし

い目標 

・ワインぶどう栽培の知識を習得し、継続した生産体制（６次産業化による収益力

の向上含む）にめどが立っていること。 

・関係人口創出や地域内交流が促進され、協力者も増えて、地区全体が活性化され

ていること。 

任期終了後 

のイメージ 

・任期終了後には、そのままぶどう農家（生産組合の中心役）として定着していた

だきたい。 

・現在借りている圃場は、地権者でもある生産組合の各構成員から、生産組合が借

りているものだが、面積の拡大の希望があれば協力して新たな土地が用意できるよ

うにしたい。 

１週間の 

活動イメージ 

（初年度） 

月 圃場での農作業 

火 圃場での農作業 合間にぶどう通信作成 

水 SAYSFARMで技術指導 

木 圃場での農作業  

金 圃場での農作業 地域づくり協議会の会合に参加し、交流事業のイベント検討 

土 休み 

日 休み 

1日の活動 

イメージ 

（初年度） 

8：00～12：00  農作業開始  

12：00～13：00休憩  

13：00～16：45作業終了  

※夏場は日中の作業を避けるため、朝方と夕方の作業となる可能性があります。 

 

【季節ごとの農作業イメージ】 

３～４月 草刈・防除（秋まで）、鳥獣被害対策設備準備など 

５～６月 芽かき（不要な芽の取り除き）、開花状況や新枝のチェックなど 

７月 新枝の管理、グレープガードの設置 

８月 除葉や摘房（果実の間引き） 

９～１０月 収穫、品質チェック 

１１月 農閑期（翌年に向けた栽培計画見直しや地域イベント企画など） 

１２月 枝の剪定やチップとしての再利用 

１月～２月 ぶどうの木の管理（生育状況を見て対応、有機肥料等を与えるなど） 

求める人物像 

能力・ 

性格 

・体力があり、明るくリーダーシップを発揮できる方 

・物事に関心を持って取り組める方 

経験・ 

資格 
・不問、農業未経験者歓迎 

 


